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 第 1章では，本研究の背景および論文の概要を述べている。 





 第 4章では，需要家 PCSを制御対象として，前章で提案したMAS手法を PSCの無効
電力制御に適用する手法を提案し，その制御効果を検証している。 
 第 5章では，配電系統の電圧制御を実施する際に，需要家 PCSの有効発電電力を最大す
る手法を定式化し，有効・無効電力に関してシャドウプライスに基づく価格付けを行いな
がらMASを用いてリアルタイムで制御を実施する手法を提案している。そして，24時間
の配電系統シミュレーションにより提案法の有効性を検証し，これが将来的にも極めて有
効な手法であることを示している。 
第 6章では，本研究で得られた主要な成果を要約し，今後の研究課題について述べている。 
以上のように，申請者は本論文において，太陽光発電の大量導入を可能にする効果的な配
電系統電圧制御法を提案した。この成果は，電力系統技術の進歩に学術的に大きく寄与す
るものである。よって，審査の結果，本論文の著者は博士（学術）の学位を授与される十
分な資格があるものと認められる。 
備考：審査の要旨は，1,500字以内とする。 
